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Ｐ２６は柱穴様土坑・土器入りの袋状土坑をもつ。道央における類例は後北Ｃ２・Ｄ式（古）期の恵

庭市柏木Ｂ遺跡３６号土坑墓を含めて２例となった。両付属施設をもつ例は極少数であるが、円形・刺

突文土器群期に入ると増加をみる（鈴木１９９９）。後北期の例は初源と言える。付属施設の組合わせと

消長から墓構造の系譜を考察する。対象地域は日高・胆振東部・石狩・後志・空知。対象とした墓（表

２）は時期が判明するものとし、時期は主体（坑底資料が過半を占める場合か、総数で過半を占める

場合をいう）となる副葬土器で決定した。なお、時期細分（表１参照。以下、道央在地系土器と恵山

式との属性交換の関係において、Ｈ３７丘珠期～Ｈ３７栄町期・古とアヨロ１式期を「未然期」、Ｈ３７栄

町期・新～後北Ｂとアヨロ２ａ～３ａ式期を「進行期」、後北Ｃ１～後北Ｃ２・Ｄを「完了期」と呼ぶ。）

の根拠と土器器種名は「道央部における続縄文土器の編年」（鈴木２００３）による。

�１ 主体部構造（表３・４）

下端の長／幅≧０．８：円・隅丸方・方形、０．８＞下端の長／幅０．５≧：楕円・隅丸方・小判・方形、０．５＞下

端の長／幅：長楕円・隅丸長方・小判・長方形と分類した。舟形は比では長楕円形に含まれる（表３）。

道央在地系土器が副葬される墓（以下、「在地系」）では、未然期～完了期を通じて、円・楕円形が

主体を占める。隅丸方形は江別太２式期に、舟形土坑は後北Ｃ２・Ｄ式（古）期に、隅丸長方形は後北

Ｃ２・Ｄ式（中）期に出現する。恵山式土器が副葬される墓（以下、「恵山系」）では、アヨロ１～３ｂ

式期を通じて、円・楕円形が主体を占め、長楕円・隅丸方形がある。青野の平面形態分類（１９９９）によ

れば、縄文晩期では円・楕円形が主体を占め、隅丸方・小判形が存在する。図示された隅丸方形の下

端平面形は小判形と認められるので縄文晩期の下端平面形には円・楕円・小判形が存在するといえる。

円・楕円・小判形は縄文晩期～後北式期にかけて在地系・恵山系の双方において標準的な形態である。

在地系における隅丸方形の採用は、恵山系の紅葉山３３・元江別１遺跡（アヨロ２ｂ式期）あたりか

らの影響と考えられる。恵山系の隅丸方形は道南から波及したと考えられる。舟形土坑は初例が在地・

恵山系になく十勝若月遺跡の後北Ｃ１（中）の土坑２４にあるので道東から波及したと考えられる。

埋葬姿勢が確認できる例（表４）においては円・楕円形に偏る。円・楕円形の出現比と埋葬姿勢の

出現比がほぼ同じことから、特定の姿勢が特定の下端平面形と関係したといえない。くわえて、後北

Ｃ２・Ｄ式期には異なる下端平面形で等しく側臥屈葬が盛行する。以上より、埋葬姿勢が下端平面形

の選択と下端平面形変化の原因となっていない。

道東北の型式は、熊木俊朗「下田ノ沢式土器の再検討」『物質文化６９』（２００２）を引用した。後北Ｃ２・Ｄ式以前の西暦は道央の１４Ｃ年代値。（ ）付きの西暦は予想値である。

北海道の時期 西 暦 道南の土器型式 道央の土器型式 道東北の土器型式

縄文晩期・後葉 前６世紀前葉～前６世紀後葉 聖山Ⅱ式 タンネトウＬ式 幣舞式
前５世紀前葉～（前５世紀後葉） 日ノ浜式（尾白内１群） 鳩山式・氷川式 緑ヶ岡式

続縄文・前葉

前４世紀前葉～前３世紀中葉 兜野式（尾白内２群） Ｈ３７丘珠
（大狩部式～琴似式）

（大川ＪＨ－４）
フシココタン下層式、
メクマ式（Ｈ３７丘珠第１号竪穴）

（Ｈ３７丘珠第１号竪穴状）

前３世紀後葉～前２世紀中葉 下添山式 Ｈ３１７ （Ｈ３１７中央３・北群ⅡＢ～Ｅ）

興津式 元町２式
（Ｈ３１７中央１・北群ⅡＣ）

アヨロ１式 アヨロ１式 Ｈ３７栄町 （Ｈ３７栄町第１号竪穴）
前２世紀後葉 （西桔梗Ｂ２）アヨロ２ａ式 アヨロ２ａ式 （Ｈ３８栄町包含層）
前１世紀前葉 （南川Ⅲ群）アヨロ２ｂ式 アヨロ２ｂ式 江別太１式

下田ノ沢Ⅰ式
宇津内Ⅱａ１式

続縄文・中葉
（前１世紀中葉～後１世紀前葉）（南川Ⅳ群）アヨロ３ａ式 アヨロ３ａ式 江別太２式 宇津内Ⅱａ２式後北Ａ式
（後１世紀中葉・後１世紀後葉） アヨロ３ｂ式 アヨロ３ｂ式 後北Ｂ式 下田ノ沢Ⅱ１式 宇津内Ⅱｂ１式
（後２世紀前葉～後２世紀後葉） 後北Ｃ１式 下田ノ沢Ⅱ２式 宇津内Ⅱｂ２式

続縄文・後葉

（後３世紀前葉）～後４世紀中葉 後北Ｃ２・Ｄ式
後４世紀中葉／後４世紀後葉 後北Ｃ２・Ｄ式／円形・刺突文土器群Ⅰ～Ⅱ
後４世紀後葉・後５世紀前葉 円形・刺突文土器群Ⅱ～Ⅲ
後５世紀中葉・後５世紀後葉 円形・刺突文土器群Ⅳ～Ⅴ
後６世紀前葉～後６世紀後葉 円形・刺突文土器群Ⅵ～Ⅷ
後７世紀前葉・後７世紀中葉 円形・刺突文土器群Ⅸ～Ⅹ

後７世紀後葉 円形・刺突文土器群ⅩＩ
／擦文・前期 後８世紀前葉 円形・刺突文土器群ⅩⅡ／擦文土器

擦文・前期 後８世紀中葉～後９世紀前葉 擦文土器擦文・中期以降 後９世紀中葉以降

表Ⅶ－４－１ 時期区分と型式の対照
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表Ⅶ－４－２ 続縄文初頭～後北式期の墓
番号 地域名 遺跡名 遺構名 遺構の時期 編著者名など 刊行年 書名など
１ 白老町 アヨロ 墓１９・２２・２４・２６・１０６・１１０・１１５・３０１・３０７／１・２ａ・３・１５・１６・３０・１０９・１１１・２０１・

２０４・３０４／４ｂ・５・８・１１・１８・２５・１０１・１０３・１０８・２０３・２０５／２３・３２・２０２・３０３・土坑３３
アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ
／アヨロ３ａ

白老町教育委員会 １９８０

墓１０５ 後北Ｂ
２ 苫小牧市 タプコプ 大場１号墳／ＧＰ－２７・２９・３０・３６・３８／１７・３１・３９・４０ Ｈ３７栄町／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ 苫小牧市教育委員会１９８１

ＧＰ－２ 後北Ｂ
ＧＰ－１８ 後北Ｃ１
ＧＰ－７・８・１０・１１・１２・１３・１４・２０・２１・２４・２５・２８・３３、Ｐ－８・１３ 後北Ｃ２・Ｄ

３ 静川２２ Ｇ－４・１３・１６／５・１５ アヨロ１／アヨロ２ａ 苫小牧市教育委員会２００２
Ｇ－９／１２・２１ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
Ｇ－１４ 江別太２

４ 三石町 旭町１ ＳＰ－１３９・１４０・１７８・１８９・１９０・２１２ Ｈ３７丘珠 北海道埋文センター１９８３
５ 千歳市 ウサクマイＮ ⅠＰ－２５ 後北Ｃ２・Ｄ 北海道埋文センター２００１
６ 末広 ⅠＰ－１０２ 後北Ｃ２・Ｄ 千歳市教育委員会 １９８１ 末広遺跡（上）
７ ⅠＰ－３１ 後北Ｃ２・Ｄ 千歳市教育委員会 １９８２ 末広遺跡（下）
８ オサツ２ ＧＰ－５・６・７・８、Ｐ－５ 後北Ａ 北海道埋文センター１９９５

ＧＰ－１・２・３ 後北Ｂ
９ 恵庭市 柏木Ｂ 第２６８／３・１７・３６・３９・４８・６０・６７・７１・７８・８０・１１５・１５１・１５２・１９０・２０２・２１６・

２１８・２４１・２４７・２６５・２８０・３０９・３１４・３１６・３８５・３９５・４０２・４３５号土坑墓 後北Ｃ１／後北Ｃ２・Ｄ 恵庭市教育委員会 １９８１

１０２ 柏木川１３ Ｐ２６ 後北Ｃ２・Ｄ 北海道埋文センター２００４ 柏木川１３
１０ 茂漁６ Ｐ－１・９・１５・１６・２２・２６ 後北Ｃ２・Ｄ 恵庭市教育委員会 ２０００
１１ 江別市 萩ヶ岡 墓１０９ 後北Ａ 江別市教育委員会 １９８２

墓１１２ 後北Ｂ
１２ 町村農場１ Ｐ－４４ Ｈ１３７ 江別市教育委員会 １９９４ 町村農場１（３）
１３ 町村農場２ Ｐ－１１０・１１１ 江別太２ 江別市教育委員会 １９９５ 町村農場２（２）

Ｐ－１１５・１２８・１４０ 後北Ａ
Ｐ－５４・５５・７０ 後北Ｃ２・Ｄ

１４ Ｐ－３５ 江別太２ 江別市教育委員会 １９９４ 町村農場２（４）
１５ 高砂 Ｐ－３５８ Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９８９ 高砂（５）
１６ Ｐ－４７８・４８２ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９９０ 高砂（６）
１７ Ｐ－６２９・６９３／６３０ Ｈ３７丘珠／Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９９１ 高砂（８）
１８ Ｐ－８７６・８８０ Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９９１ 高砂（９）
１９ Ｐ－９１４ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９９２ 高砂（１０）
２０ Ｐ－１１９５ Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９８ 高砂（１５）
２１ Ｐ－１２３１／１２９０ Ｈ３７丘珠／Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９９ 高砂（１６）
２２ 元江別１ 墓１・４３／２・１３・１６・２１・３４・３８・３９・４６・６２・６６・６７・６８・７３／１９・４８・５３・５６・５９・７２／１５ アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 江別市教育委員会 １９８１ 元江別遺跡群

墓１４・４７／１８・４４・４５・５１・５８・６１・６４ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
２３ Ｐ－７７ 江別太１ 江別市教育委員会 １９８８ 元江別１
２４ 元江別１０ Ｐ－３３ 後北Ｃ２・Ｄ 江別市教育委員会 １９８９
２５ 旧豊平河畔 Ｐ－６ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９８１ 元江別遺跡群

Ｐ－９ 江別太１
Ｐ－７ 後北Ａ

２６ 墓１・１８／１０・２３・２４ アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ 江別市教育委員会 １９８３ 豊平河畔Ⅱ
墓５・６ 江別太１

２７ 土坑９７／９１ アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 江別市教育委員会 １９８４ 豊平河畔Ⅲ
土坑１２６ Ｈ３７栄町
土坑８５・１０２ 江別太２
土坑３６ 後北Ａ

２８ 墓１３５・１４２／１３２・１５５・１７４・１８６ 江別太１／江別太２ 江別市教育委員会 １９８５ 豊平河畔Ⅳ
墓１３３・１５６・１６４・１６５・１６６・１６８・１７１・１７５・１７６・１７８・１７９・１８０・１８２・１８３・１８４・１８５・１８７・１８８ 後北Ａ
墓１３７ 後北Ｃ２・Ｄ

２９ 土坑８－１２６－７ アヨロ２ｂ 江別市教育委員会 １９８６ 豊平河畔Ⅴ
土坑８－１３０－１ 江別太２

３０ 七丁目沢４ Ｐ－４９ Ｈ３１７ 江別市教育委員会 １９８９ 七丁目沢４（２）
３１ 七丁目沢６ Ｐ－１３８・１６７ Ｈ３７丘珠 江別市教育委員会 １９９８ 七丁目沢６（５）
３２ 大麻２１ Ｐ－４４ 後北Ｃ２・Ｄ 江別市教育委員会 １９８８ 大麻２１（２）
３３ 大麻３ Ｐ－７６・１２２・１２９／１２８ Ｈ３７丘珠／Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９８ 大麻３（６）
３４ Ｐ－１０６／２４０ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町 江別市教育委員会 １９９９ 大麻３（７）
３５ 札幌市 Ｓ１５３ 第９１号ピット アヨロ２ｂ 札幌市教育委員会 １９７６

第２５３号ピット 後北Ａ
第６８・２００・２２５・３８０・４２１・４５６・４５７・４７４・４７６・４９０・５２８・５３９・６００・６０１・６１６・６７３・７４９・７８１号ピット 後北Ｃ２・Ｄ

３６ Ｔ３６１ 第１９・４２・９７・１００・１１４号ピット 後北Ｃ２・Ｄ 札幌市教育委員会 １９８７
３７ Ｓ３５４ 第４号ピット 後北Ｂ 札幌市教育委員会 １９８２
３８ Ｎ１９９ 第２・１９号ピット 後北Ｃ２・Ｄ 札幌市教育委員会 １９７７
３９ Ｎ２９５ 第１３・３６号ピット アヨロ２ｂ 札幌市教育委員会 １９８７

第２５／１・２７号ピット 江別太１／江別太２
４０ 石狩市 紅葉山３３ ７号竪穴 Ｈ３１７ 石狩市教育委員会 １９７５

３号竪穴 江別太１
４１ ＧＰ－６２／１・５１・５２・５４／３・５・２２・２６・２７・３７・３８・４３・５０・５３／５９ アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 石狩市教育委員会 １９８１

ＧＰ－５７／２・４２・５６・６３ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
ＧＰ－１９／５５・４６ 江別太１／江別太２

４２ ワッカオイ・Ａ 第２・３・５土坑墓 後北Ｃ２・Ｄ 石狩市教育委員会 １９７５
４３ ワッカオイ・Ｄ 第１・２・３・９・１１・１４・１５・１６・１７・２０土坑墓・５号土坑 後北Ｃ２・Ｄ 石狩市教育委員会 １９７６
４４ 第２１・２２・２３・２４・２５・２６・２７・２８・２９・３０・３２・３３土坑墓 後北Ｃ２・Ｄ 石狩市教育委員会 １９７７
４５ 芦別市 滝里４ Ｐ－５ Ｈ３７丘珠 北海道埋文センター１９９８
４６ 滝里安井 Ｐ－４５ Ｈ３７丘珠 北海道埋文センター１９９９
４７ 小樽市 チブタシナイ ３－９Ａ・Ｂ 後北Ｃ２・Ｄ 小樽市教育委員会 １９９２
４８ 餅屋沢 ９－２８Ａ・３９Ａ・３９Ｃ・４４Ｂ・４５Ａ・４５Ｆ・４６Ｂ・４７Ａ、１０－３６Ｃ・３７Ａ・３８Ａ・３８Ｄ・３９Ｂ・４０Ａ・４４Ａ・

４４Ｂ・４７Ａ、１１－３７Ｊ・３８Ａ・３８Ｄ・３９Ｅ・３９Ｆ・４０Ａ・４１Ａ・４１Ｂ・４３Ａ・４５Ｃ・４６Ｈ・４７Ｃ・４９Ａ、１２－
３４Ｃ・３７Ｃ・３８Ａ・３８Ｃ・３８Ｅ・３８Ｆ・４０Ｆ・４１Ｇ・４１Ｈ・４５Ａ・４５Ｃ、１３－３９Ｆ・４０Ａ・４０Ｄ・４０Ｅ・４０Ｆ

後北Ｃ２・Ｄ 小樽市教育委員会 １９９１ 大川Ⅰ

４９ 余市町 大川 ＧＰ－８５・１９５／２７・８２・１２０・１２３・１７５・３５９／２８・７２・７５・１００・１０７・１０９・
１１６・１２５・４２５／２１・１６３・２４３・３７３・３７５・３７８・４００・４２２・４５７・４８９・５４８・５９０

アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ
／アヨロ３ａ

余市町教育委員会 ２０００ 大川Ⅱ

ＧＰ－２１８／３９０ Ｈ３１７／Ｈ３７栄町
ＧＰ－５１８／８８・１７９・２００ 江別太１／江別太２
ＧＰ－１４２ 後北Ｂ
ＧＰ－７・１１０ 後北Ｃ２・Ｄ

５０ ＧＰ－６７６・６８６・８５３／６２０・７１１・７２０・７２９・８５６・９４１／６２３・９４８ アヨロ２ａ／アヨロ３ａ／アヨロ３ｂ 余市町教育委員会 ２０００ 大川Ⅲ
ＧＰ－９４４ Ｈ３７栄町
ＧＰ－９４５／９１６ 江別太１／江別太２
ＧＰ－８５４・９２２ 後北Ａ

５１ ＧＰ－４２・８７・９１・３４８Ａ／７８・７９・８９・１０５・１３１・１３３／１１８・３４８Ｂ・３７２・４４８・４５４・５９３ アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ／アヨロ３ａ 余市町教育委員会 ２００１ 大川Ⅳ
５２ Ｐ－４４・１７（道道地点）／３０・３２・５３／１８・５９ アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ３ａ 余市町教育委員会 ２００１ 大川

Ｐ－６８ Ｈ３７栄町
Ｐ－９（道道地点） 江別太２

５３ Ｐ－１２６（道道地点）／７７・８３・８４・９１・９８・１２２（道道地点）／８９・７６・１２８・１０４（道道地点） アヨロ１／アヨロ２ａ／アヨロ２ｂ 余市町教育委員会 ２００２ 大川
Ｐ－３４／１００・１１８（道道地点） Ｈ３７丘珠／Ｈ３７栄町
Ｐ－９５ 江別太２
Ｐ－６３ 後北Ａ
Ｐ－８８・９３ 後北Ｂ
Ｐ－９４ 後北Ｃ２・Ｄ

５４ 天内山 ８号墳墓 後北Ｂ 余市町教育委員会 １９７１ 天内山
２・６号墳墓 後北Ｃ１

Ⅶ 成果と問題点
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主体部構造は殆んどが土坑である。唯一、紅葉山３３号遺跡 GP―３８（アヨロ２ｂ式期）に木槨痕跡

がある。これは坑底面が隅丸方形の両長辺に２本の平行した溝として遺存していた。同じ例は、西島

松５遺跡・円形刺突文土器群期Ⅷ～Ⅹ期のＰ―４・２１・３９・９３（小判・隅丸方・方形）があるので、アヨロ２

ｂ式期以降継続した構造である。この他、蘭島餅屋沢遺跡の土坑墓に褐鉄鉱膜が遺存する例がある。

褐鉄鉱膜は遺体痕跡よりも広い範囲に分布し、遺体の下位に検出される。また、褐鉄鉱膜は下端平面

形と相関的関係にない。調査者が推定する敷物、あるいは遺体の梱包に関連する物質と考えられる。

�２ 外部付属施設－柱穴様土坑（表５）

長軸上の両端に２本配される形態は後北Ｃ２・Ｄ式期に盛行し、円形・刺突文土器群期まで存続する。

初例は江別市七丁目沢６遺跡・縄文晩期後葉（大洞Ａ’並行期）の土坑墓である。未然期・進行期に

類例が確認されないが現時点では在地系の形態と考える。四隅に４本配される形態は在地・恵山系の

進行・完了期に散見し円形・刺突文土器群期に盛行する。これは下端平面形に関係なくかつ在地・恵

山系にあるので両系に自発の形態と考えにくい。初例は釧路市幣舞遺跡・縄文晩期後葉（大洞Ａ’並

行期）の土坑墓である。未然期に類例が確認されないが現時点では道東からの波及の影響と考える。

表Ⅶ－４－３ 墓坑下端平面形

表Ⅶ－４－４ 埋葬姿勢

表Ⅶ－４－５ 柱穴様土坑

Ｈ３７丘珠 Ｈ３１７ Ｈ３７栄町 江別太１ 江別太２ 後北Ａ 後北Ｂ 後北Ｃ１
後北Ｃ２・Ｄ

古 新 古 中 新 不明
円 形 １２（５７％） ７（５４％） ５（３３％） ３（３３％） ７（６４％）１２（５７％）１４（４５％） ８（７３％） ２（５０％）２４（６０％）１８（５６％）１４（５６％）４９（４６％）
楕 円 形 ９（４３％） ６（４６％） ９（６０％） ６（６７％） ４（３６％） ６（２９％） ６（１９％） ３（２７％） １（２５％）１２（３１％） ７（２２％） ９（３６％）３８（３６％）
隅 丸 方 形 ３（１４％）１０（３２％） ０（０％） ０（０％） ３（７％） ３（９％） ０（０％）１０（１０％）
小 判 形 ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） １（２５％） ０（０％） １（４％） ０（０％） ６（６％）
長 楕 円 形 １（７％） １（４％）
長楕円形（舟形） １（２％） ０（０％） １（４％） １（１％）
隅 丸 長 方 形 ３（９％） １（４％） ２（２％）
時 期 別 合 計 ２１ １３ １５ ９ １１ ２１ ３１ １１ ４ ４０ ３２ ２５ １０６

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形
に近いと言う意味）を加えた。
＊後北Ｃ２・Ｄ（古）には（古～中）５例を含めた。
（中）には（中～新）３を含めた。
＊合葬墓である舟形土坑墓の初例は、十勝若月遺
跡の後北Ｃ１（中）の土坑２４である。

アヨロ１ アヨロ２ａ Ｈ３６栄町
（古） 江別太１ 江別太２ 後北Ｂ 後北Ｃ２・Ｄ

屈葬 屈葬 仰臥
屈葬

側臥
屈葬 屈葬？ 側臥

屈葬
仰臥
屈葬

側臥
屈葬 屈葬 仰臥

屈葬
側臥
屈葬

円 形 １ １ ２ １ １ ３ １ １ ２
楕 円 形 １ １ ２ ２
小 判 形
隅 丸 方 形 ２
隅丸長方（舟形）

１ ２ １ ４ １ １ ３ １ １ ６

アヨロ Ｈ３７
丘珠 Ｈ３１７後北Ａ

後北Ｃ２・Ｄ
１ ２ｂ ３ａ ３ｂ 小

計
古 中 新 不明 小

計本数 長軸上 四隅 四隅 不定 四隅 不定 不定 四隅 不定 長軸上 四隅 不定 短軸上 不定 長軸上 四隅
円 形 １ １ １ ２ １ １ １

２ ２ １ ３
４ １ １ ２ １ １

楕 円 形 １ １ １
２ １ １ ２
３ １
４ １ １
８ １
４＋４ １

小 判 形 ２ ２ ２
４
５ １ １

隅 丸 方 形 ２ １ １ ２
３ １ １
４ １ １

１ １ １ １ １ ２ １ １ ２ １ １ １ １ １ ５ １

アヨロ１ アヨロ
２ａ

アヨロ
２ｂ アヨロ３ａ アヨロ

３ｂ
円 形 １３（６５％）１９（３１％）３０（５２％） １９（５６％） ２（１００％）
楕 円 形 ６（３０％）３７（６２％）２６（４５％） １４（４１％） ０（０％）
隅 丸 方 形 １（５％） ２（３％） ２（３％） ０（０％） ０（０％）
小 判 形 ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％） ０（０％）
長 楕 円 形 ２（４％） １（３％）
時 期 別 合 計 ２０ ６０ ５８ ３４ ２

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形に近いと言う意味）を加えた。 ＊後北Ｃ２・Ｄには、（新）１例と（時期不明）６が含まれる。

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析
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釧路市幣舞遺跡・貝塚町１丁目遺跡（澤・岡崎１９７４）では、四隅４本が坑底から坑口まで突き抜け

た状態で検出された。同様の事例は西島松５遺跡にもあり、ここでは堆積状況によっても確認されて

いる。また、江別市七丁目沢６遺跡では、長軸上２本が覆土中に痕跡が確認されているようである。

以上より、柱穴様土坑は上屋構造であることが追認できた（後藤１９３５、重松１９７２）。長軸上２本は

在地系において自発した構造である。四隅４本は在地・恵山系が道東の影響を受けた構造であり、円

形・刺突文土器群期まで継続したことが解かる。

表Ⅶ－４－６ 袋状土坑の垂直方向の位置と掘削角度

表Ⅶ－４－７ 袋状土坑の墓坑軸と頭部位置に対する位置

表Ⅶ－４－８ 袋状土坑の墓坑軸と下端平面形に対する位置（主要遺跡別） 表Ⅶ－４－９ 袋状土坑内土器

アヨロ 江別太１ 江別太２ 後北
Ａ
後北
Ｃ１

後北Ｃ２・Ｄ
２ａ ２ｂ ３ａ ３ｂ

小
計

古 中 新 不明
小
計壁面 坑底 坑底 壁面 壁面 坑底 壁面 底と壁

の境 壁面 底と壁
の境

底と壁
の境 坑底 底と壁

の境 坑底 底と壁
の境 壁面 坑底 底と壁

の境 壁面 坑底 底と壁
の境 壁面

円 形 下 １ １ ２ １ ３ １ １ ４ ２ １１
横 ４ ３ １ ８ １ １ １
斜 １ １ １ ２ ２ ４

楕 円 形 下 １ １ １ １ ４ １ ９
横 １ １ ２
斜 １ １ ６ ８
？ １ １

小 判 形 下 １ １ ３ ５
横 １

隅 丸 方 形 下 １ １
横 ２ １ ２
斜 １ １ ２

隅 丸 長 方 形 斜 １ １ ２
長楕円形（舟形） 下 ３ ３

横 ５ ５
斜 １ １ ２

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
右
隅

右
小
計

長
軸
左
側

長
軸
左
隅

左
小
計

短
軸
上

短
軸
左
側

短
軸
右
側

短
軸
片
側

アヨロ
２ａ～３ｂ

大川 坑底 １ １
底と壁の境
壁面 ２ １ １
小計 ３ １ １ １ ２

江別太１
～後北Ａ

旧豊平河畔 坑底 １
底と壁の境 ２ ２
壁面 １
小計 １ １ ２ ３ ２ ２

後北
Ｃ２・Ｄ

柏木Ｂ 坑底 ３ １ １
底と壁の境 １ １ ２ １ １ １
壁面
小計 ３ １ １ １ ３ １ ４ ２ １

ワッカオイ
Ａ・Ｄ

坑底 １ ２ ３
底と壁の境 ３ １ ２ ５
壁面
小計 ４ ３ ３ ２ ２ ８

餅屋沢 坑底 １ ２ ２
底と壁の境 １ ４ ３ ２
壁面 １ １
小計 ２ ６ ８ ６ ２ ２ １

深 鉢 鉢 浅 鉢

大 中 小 袖
珍

注
口
・
小

片
口
・
袖
珍

大 中 小 袖
珍

注
口
・
小

注
口
・
袖
珍

片
口
・
小

片
口
・
袖
珍

大 中 小 袖
珍

片
口
・
小

アヨロ３ａ １
後北Ｃ１ １
後北Ｃ２・Ｄ ４ ２ １ ５ １ ２ １ ３ １
古 １
古・中 ５ １ １
中 １
中・新 １
新 ２ ２ １ ２
不明 １ １ １

アヨロ 江別太１・２
後北Ａ

後
北
Ｃ１

後北Ｃ２・Ｄ

２ａ ２ｂ・３ａ ３ｂ 古 中 新 不明

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
左
側

短
軸
左
側

軸
な
し

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
右
隅

長
軸
左
隅

軸
な
し

長
軸
右
側

長
軸
上

長
軸
右
側

短
軸
上

短
軸
片
側

長
軸
上

長
軸
右
側

短
軸
右
側

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
左
側

短
軸
上

短
軸
片
側

軸
な
し

長
軸
上

長
軸
右
側

長
軸
左
側

長
軸
右
隅

長
軸
左
隅

短
軸
上

短
軸
右
側

短
軸
片
側

軸
な
し

円 形 不明 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ５
頭上 １ １

楕 円 形 不明 １ ２ １ ２ １ ４ ５ ４ １
頭上
頭左 １

小 判 形 不明 １ １ ２ １ １
頭上

隅 丸 方 形 不明 １ １ １ ２ １ ２
頭上

隅 丸 長 方 形 不明 １ １
頭上

長 楕 円（ 舟 形 ） 不明 １ １ １ １ １
頭上

１ １ １ ２ １ ２ １ ２ １ ２ ２ １ １ ２ ３ １ １ ２ ３ ２ １ ２ １ １ １ １ １ ７ ７ ６ １ ０ １ １ ２ ５

袋状土坑数

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形に近いと言う意味）を加えた。 ＊後北Ｃ２・Ｄ（古）には（古～中）３例を含めた。（中）には（中～新）２例を含めた。

墓坑数

＊各平面形には括弧付き平面形（括弧内の平面形に近いと言う意味）を加えた。 ＊墓坑軸欄の「軸なし」は下端平面形が円形で、短長軸が設定できないもの
＊後北Ｃ２・Ｄ（古）には（古～中）３例を含めた。（中）には（中～新）２例を含めた。

＊墓坑軸欄の「軸なし」は下端平面形が円形で、短長軸が設定できないもの
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�３ 内部付属施設－袋状土坑（表６～９）

初例は進行期（アヨロ２ａ式期）の大川遺跡ＧＰ－６７６である。未然期の在地系に類例がない、か

つ道南にも類例がないことから恵山系から発生した構造である可能性が高い。

垂直方向における設置位置（表６） 恵山系では壁面に横方向に掘削される。在地系では江別太２式

以降になると壁面と坑底の境に掘削される例が出現する。後北Ｃ２・Ｄ式期には、坑底に下方向に掘

削する例が多く、境に斜め方向に掘削する例が次ぐ。なお、円形・刺突文土器群期では、壁面に斜め

方向が多く、壁面に横方向が次ぐ。垂直方向における設置位置の変位は時系的変化である。

下端平面における設置位置（表７） 下端平面形に軸があって袋状土坑の設置位置が細分可能な事例

において、偏りがない場合は長軸上：長軸左：長軸右＝１：１：１となるはずであるが、進行～完了

期の在地系においては長軸右に設置される例がやや多い。真円形は長短軸が設定できないので袋状土

坑と下端平面形との関係は不明である。なお、軸が設定できる円形には偏りがみられない。

頭蓋骨が遺存する例が３例あった。墓坑長軸左にある１例は頭上左に設置されている。頭上に設置

される２例（直立した体軸方向において上ということである。顔面上・頭蓋骨上にあるということで

はない）については、下端平面形が円形であるため不詳である。極少数ではあるが袋状土坑は出現頭

初から遺体の頭側に設けられる規則があったと考えられる。ただし、墓坑平面における設置位置が頭

蓋骨位置に従属して決定されたかどうかはこのデータからは不詳である。

遺跡ごとに見た設置位置（表８） 平面における設置位置の変位は時系に関わらない。遺跡ごとの変

位の可能性があるので、類例の多い５遺跡について検討する。垂直方向における設置位置については、

各遺跡とも先述した傾向と齟齬はない。下端平面における設置位置については、後北Ｃ２・Ｄ式期以

前には比較できる遺跡数が足りないため不詳であるが、類例が多い後北Ｃ２・Ｄ式期では各遺跡に違

いが見られる。柏木Ｂ遺跡は長軸左が多い。ワッカオイ遺跡Ａ・Ｄ地点は長軸上・長軸左・長軸右に

あまり多少は見られないが、長軸上がやや多い。餅屋沢遺跡は長軸上・長軸右が多い。少例であるが

下端平面における設置位置は遺跡ごとに違いを見せる規則があるといえよう。

袋状土坑の内容物と設置位置には関係があるのだろうか。袋状土坑に内容物がある例は後北Ｃ２・Ｄ

式期以降に増加する（表９）。内容物が土器である例は長軸上・長軸右が多いことから、設置位置の選

択の基準が内容物ではない。なお、副葬土器は注口・片口付き深鉢・鉢の小～袖珍が選択されている。

以上より、袋状土坑は道央の恵山系から発生した構造であり、垂直方向の設置位置に関しては時系

的変化である。下端平面における設置位置は遺体の頭側に設けられ、長軸に対する右左は遺跡ごと規

則が異なるといえる。

�５ 内部付属施設－置き礫について（表１０）

南川葬法の置き礫（以下、Ｍ礫）とウサクマイ葬法の置き礫（以下、Ｕ礫）は道央に少数ある。M

礫は恵山系にやや遅れて在地系に採用される。在地系ではＭ礫と袋状土坑とが併設される例があるの

で同時に採用された可能性がある。ただしＭ礫の類例は大川・旧豊平河畔遺跡と少数で、併設例は大

川遺跡のみである。道央においてＭ礫と両施設併設は石狩川下流～石狩湾西岸に限られた葬法の可能

性がある。後北Ｃ２・Ｄ式期のＵ礫は少数・非典型的であり円形・刺突文土器群期に盛行を迎えるこ

とから、少なくともＵ礫は南川葬法の終焉と時間を隔てて発生した。道央の自発と考えてよい。

表Ⅶ－４－１０ 置き礫
江別太１ 江別太２ 後北Ａ 後北Ｂ 備 考 後北Ｃ１ 後北

Ｃ２・Ｄ古 備 考

Ｍ１ １ １ １ Ｕ２？ ０ １ 頭・土器脇に２個有り
Ｍ２？ １（袋状１） 頭・土器側にも１個有り

＊「Ｓ」は南川葬法、「Ｕ」はウサクマイ葬法、その後の数
字は礫の個数
＊（袋状）とは、袋状土坑が備わる土坑例
＊「？」は典型的でないことを示す。備考参照

Ｍ４ １ 足元側に４個有り
アヨロ
１

アヨロ
２ａ

アヨロ
２ｂ アヨロ３ａ アヨロ

３ｂ 備 考

Ｍ１ １ ３ ３ ２（袋状１）
Ｍ１？ １（袋状１） 坑底中央よりに１個有り
Ｍ２ １ ２ ２（袋状１）

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析

―１４７―



表Ⅶ－４－１１ 副葬品総例数

表Ⅶ－４－１２ 副葬品単一例数

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿

魚形
石器

玉 類 熊 形
石製品

深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷

Ｈ３７
丘珠

坑底 １２ ５ ２ ５ １ ６ １ ３ １ １ ３ １ １ １ １ ３ １ ２ ２ １ １
坑中 １７ ６ ２ ２ ２ １ ２ １ ４ １ １ ２ ４ ４ ２ １ ２ ３ １ １ １
坑口 ４ ２ １ １ ２ １ １ １ １ １ ２ 漏斗状土製品

Ｈ３１７
坑底 ７ ３ １ ２ １ １ １ ２ ３ １ １ １ １ １ １ １ １ アスファルト
坑中 ８ ５ ２ ２ ２ １ ２ ２ １ １ ３ １
坑口 ０

Ｈ３７
栄町

坑底 ２３ ５ ２ ７ １ ６ １ ２ １ ４ １ １ ３ ８・２ ９・４ ２ １・２ １ １ ２・１ 粘土
坑中 １０ ２ １ １ ３ １ ２ １ １ １ ２ １
坑口 ４ １ ２ １ １

江別太
１

坑底 ９ ５ ４ ３ ７ １ １ １ ３ ４ ３・１ 異形石器
坑中 ６ ２ １ １ １ ２ ２
坑口 ２ １ ２ １

江別太
２

坑底 １８ ９ ２ ６ ９ １ ８ １ ２ １ １ ２１１・１ ７ １ １ 漆塗弓、鉄塊
坑中 １２ ５ ２ ２ ５ ２ １ ２ １ １ ３ １ １
坑口 ２ １ １ １

後北Ａ
坑底 ２５ ８ １ １ ５ ５ １ ８ １ １ ３ １ ６ ７ １１ ２ １ １ 楔形石器
坑中 １２ ４ １ １ １ ３ １ ４ ２ ２ ４・１ １ １ ２
坑口 １ １

後北Ｂ
坑底 １０ ７ １ １ ２ ３ １ ２ １ １ １ １ １ ４・２ ４ １ １ １ 粘土
坑中 １ １
坑口 １ ・１

後北Ｃ１ 坑底 １ １ １ １

アヨロ
１

坑底 １８ ７ ２ ５ ６ ５ ２ １０ １ ３ ４ ３ ２ ３・２ ６・３ ・１ １ ・１ １ ２ ４・１ サメ歯、異形石器、漆塗弓
坑中 １０ １ ２ ２ １ ２ ２ ３ １ ・１ ・１ １ １ ２ ２
坑口 ０

アヨロ
２ａ

坑底 １８ １８ ２ ４ １７ １０ ２ １９ ３ ４ １ １ １ ５ １ ４ ２ ２ ２２２６・１ １ １ １・１ ・１ ２ ８ ９・１ 鉄器、矢柄研磨器
坑中 １０ ９ １ ５ ５ １ １ ２ １ ２ ２ ２ ７・１ ・１ ３・１ １ １ ６
坑口 ６ １ １ ２ ２ １ ２ １・１ １ ２ 粘土

アヨロ
２ｂ

坑底 ４８ １３ ３ ３ １４ １２ １ ２０ ５ ５ １ ２ ２ ６ １ ６ １ １６２２・２ １ ２ ２ １ ３ ３ １４ 粘土、鉄器
坑中 ３０ ９ １ ２ ２ ７ １ ３ １ ２ １ １ １ １ １ ３ ８・１ ７ ４ １ １・１ ２ １・１ １・２ １ ３ ２ １ サメ歯、翡翠勾玉
坑口 ４ ２ １ １ １ １ ・１ ２ １

アヨロ
３ａ

坑底 ３１ １６ ３ ７ １２ ２ １ １７ ４ １ ３ １ １ ５ ２１２・６ ８・２ ２ ２ ９・１ １・１ １ 粘土、翡翠勾玉、石錘
坑中 ２７ １９ ６ ２１ １３ １ ２ ５ １ ３ １ ４ １ ２ ２・１ ３・１ １ １ １
坑口 ０

アヨロ
３ｂ

坑底 ２ ２ ２ １ １
坑中 ２ ２ １ １ １ １ １・１ １
坑口

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿方割礫 玉 類 深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷 小 皿

後北
Ｃ２・Ｄ

坑底 ８７ ２ １ ２ ５ １ ６ １ ３ ２ １ ３ １０ ４ ２ ２・１１２・１１０・１１０・１７ ４・４ １・２ １・１ １・２ ３・１ 漆塗弓、紡錘車
坑中 １１３ １２ １ ３ ２２ ５ ３ ４ ２ ３ １４ ９・５ ３・７ ３・３ ２・１ １ ・１ ・３ 矢柄研磨器５、鉄製品２
坑口 ５ １ １ ３ ２・１ １・１ ・１ １

（古）
坑底 ２５ １ １ ２ ２ １ １ １ １ ２ ６ ３ ６・６ １ ・２ １ ２ 漆塗弓
坑中 １３ ２ ３ １ １ ５ ３・２ １・１
坑口 ４ ２ １・１ ・１ ・１

（中）
坑底 １７ １ １ ２ １ １ ・１ ３・１ １ ・６ ２・１ １ １
坑中 １４ １ １ １ ２ １ ５ ３・２ ３・１ １・２ ２・１ 矢柄研磨器２
坑口 １ １

（新）
坑底 １６ １ １ １ １ １ ２ １ ６・１ ３・３ １・３ ・１
坑中 １２ １ １ ２ ２ ２ ・３ １ ・１ ・２ 矢柄研磨器
坑口

（不明）
坑底 ２９ １ １ ２ １ １ １ ７ ４ ２ ２ １・２ ・１ ・１ １・１ 紡錘車
坑中 ７４ ８ １ ２ １７ ３ ２ ２ １ ２ ２ １・１ ・２ １・１ １ ・１ 矢柄研磨器２、鉄製品２
坑口 １

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿

魚形
石器

玉 類 熊 形
石製品

深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷

Ｈ３７
丘珠

坑底 １２ １ １ １
坑中 １７ １ １ １ １ １ １
坑口 ４ １

Ｈ３１７
坑底 ７ １
坑中 ８ １ １
坑口 ０

Ｈ３７
栄町

坑底 ２３ １ １ ３ ２・１ ２
坑中 １０ １ １ １ １ １
坑口 ４ １ １ １

江別太
１

坑底 ９ １
坑中 ６ １ １ １
坑口 ２ １ １

江別太
２

坑底 １８ １ ２ １ １
坑中 １２ １ ２ ２
坑口 ２ 魚形石器

後北Ａ
坑底 ２５ １ ２ １ ７
坑中 １２ １ １ １
坑口 １ １

後北Ｂ
坑底 １０ １ １ １ 粘土
坑中 １ １
坑口 １ ・１

後北Ｃ１ 坑底 １

アヨロ
１

坑底 １８ １ １
坑中 １０ １ ・１ １ １
坑口 ０

アヨロ
２ａ

坑底 １８ ４ ８ １ １ １
坑中 １０ ４ １ １ １ １ １
坑口 ６ １ １ １

アヨロ
２ｂ

坑底 ４８ １ ４ １ １ ２
坑中 ３０ ２ ３ ２ １ ３ １ １ １ １ 翡翠勾玉
坑口 ４

アヨロ
３ａ

坑底 ３１ １ ２ １ １ 粘土
坑中 ２７ １ １ １ １
坑口 ０

アヨロ
３ｂ

坑底 ２
坑中 ２
坑口

墓
数 石鏃石槍石錐ナイフ掻削器石核黒曜石

原 石
石斧 砥石擦石敲石石鋸凹石

台石
石皿方割礫 玉 類 深 鉢 鉢 浅 鉢 壷 皿 備 考製品未製品 琥珀玉 玉 管玉 環 垂飾 大 中 小 深鉢 中 小 鉢 大 中 小 浅鉢 大 中 小 壷 小 皿

後北
C２・
D

坑底 ５６ １ １ ２ １ １１１・１ ７・１ ４・７ １・２ １ ・１ ・１ ２
坑中 ５１ ２ １ １ １ ３ ３・３ １・１ １・２ １ ・１ 矢柄研磨器
坑口 ３ １ １ ・１

（古）
坑底 １６ １ ５ ２ ３・３ １
坑中 ７ １ ２ １・１
坑口 ３ １ ・１

（中）
坑底 １３ ３・１ １ ・２ １ １
坑中 ４ ２ ・１ １ ・１
坑口 １ １

（新）
坑底 １０ １ ４・１ ・２ ・２
坑中 ８ １ １ １ ・１ ・１
坑口

（不明）
坑底 １７ １ １ ２ １ ２ １ ・１ ・１ １
坑中 ３２ １ １ １ １ １・１ ・１ ・１ １ 矢柄研磨器
坑口

＊坑中は覆土下部出土資料のこと ＊（古）には（古・中）を含め、（中）には（中・新）を含めた。 ＊土器欄の黒丸右側の数値は注口付き、片口付き、把手付き、耳付きなど特殊な形態の器の例数。

＊坑中は覆土下部出土資料のこと ＊（古）には（古・中）を含め、（中）には（中・新）を含めた。 ＊土器欄の黒丸右側の数値は注口付き、片口付き、把手付き、耳付きなど特殊な形態の器の例数。

Ⅶ 成果と問題点
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�６ 墓坑の副葬品について（表１１～１３）

表１１は副葬品を例数で位置ごとに集計した。表１２は単一の種類のみが副葬された例数のみを位置ご

とに集計した。表１３は複数種副葬された坑底の例数のみを集計した。なお、表１１～１３は例数を数える

ので、同じ位置に同じ種類の副葬品が複数あった場合でも「１」と計数する。

表１１によって副葬品の全般的傾向をみる。在地・恵山系では未然～進行～完了期を通じて坑底に副

葬される例が多い。全期を通じて頻出する副葬品は、在地・恵山系ともに石鏃・掻削器、石斧、深鉢

小・深鉢袖珍である。ほかの副葬品は時期や在地系と恵山系によって多少がある。

ナイフは完了期に減少する。魚形石器は、恵山系のアヨロ２ａ～ｂ、在地系のＨ３７栄町～江別太２式期

に少数ある。琥珀玉は、恵山系のアヨロ１～３ａ式期に多く、在地系のＨ３７丘珠～Ｈ３７栄町期に多い

が、江別太１式期以降に減少する。恵山系の琥珀玉の多さは道南にはない。管玉は恵山系のアヨロ１

～２ｂ式期に、後北Ｃ２・Ｄ

式期とに多い。環は恵山系

のアヨロ１～２ｂ式期に多

く、江別太２式期に１例ある。

土器は、小～袖珍の深

鉢・鉢が選択され、袋状土

坑に収納される土器の傾向

と似る。鉢・浅鉢は在地系

のＨ３７栄町期以降減少する。

壷は恵山系のアヨロ１～３

ｂ式期に多い。皿は後北

Ｃ２・Ｄ式期に多くなる。

特殊（注口・片口・把手・耳

が付く形態のこと）な形態

の土器は、在地系のＨ３７丘

珠～Ｈ３１７期において副葬

しないが、Ｈ３７栄町期以降

になると特殊な壷・深鉢が

少数現れる。恵山系のアヨ

ロ１～３ｂ式期を通じて特

殊な深鉢・鉢・浅鉢・壷がや

や多い。後北Ｃ２・Ｄ式期

には特殊な深鉢・鉢・浅鉢・

皿が多い。特殊な形態の土

器の副葬は恵山系に始まり

進行期に在地系に波及し後

北Ｃ２・Ｄ式期に盛行する。

表１２では単一種（組み合

わない）で出土する副葬品

の傾向をみる。

表Ⅶ－４－１３ 副葬品組み合わせ例数
石槍 石錐 ナイフ 掻削器 石斧 砥石 敲石 擦石 凹石 台石 琥珀玉 管玉 玉 深鉢大 深鉢中 深鉢小 深鉢 鉢中 鉢小 鉢 浅鉢小 浅鉢 壷 皿 備考

Ｈ３７丘珠
石 鏃 ２ ４ １ ４ ２ ２ １ １ ２ １ １ １ １
ナイフ １ １
深鉢中 １
浅鉢小 １
Ｈ３１７
石 鏃 １ １ １ ２ １ １
凹 石 １ １
琥珀玉 １ １
Ｈ３７栄町
石 鏃 ２ ４ ２ １ １ ２ １ ３ ３ １ １
掻削器 ２ １ １ １ １ １
石 斧 １ １ １
琥珀玉 １
深鉢小 １
深 鉢 １ １
江別太１
石 鏃 ４ １ ５ １ ２ ２ ２
掻削器 ２ １ １ ２
江別太２
石 鏃 ２ ４ ７ ７ １ ２ １ ６ ３ １
ナイフ ３ １ ２
掻削器 １ １
後北Ａ
石 鏃 １ ３ ４ ４ １ １ ３ ２ １
石 槍 １ １ １ １ １ １
ナイフ １
掻削器 １ １ １
石 斧 ２ １
後北Ｂ
石 鏃 １ ２ ３ １ １ １ ５ ５ ２
石 槍 １ １ １ １ １
後北Ｃ１
石 鏃 １ １
後北Ｃ２・Ｄ
石 鏃 １ １ １ １ 漆塗弓１
石 錐 １
ナイフ １ １
掻削器 １ １・１ １・１
石 斧 ・１
敲 石 ・１ １
石皿，台石 １
琥珀玉 ２ １ ・１ １
管 玉 ２
玉 ・１

深鉢小 ・１ １ ・１
深 鉢 ・３ １ １
アヨロ１
石 鏃 １ ５ ５ ５ ４ ２ ２ ３ ２ １ ４
石 槍 １ １ １
ナイフ １
石 斧 １ ２ １ １ ２ １ ２
砥 石 １ １ １
琥珀玉 １ １ １
アヨロ２ａ
石 鏃 １ ２ ８ ７ ９ ３ ２ １ １ ２ １ ８ ５ １ ９
石 錐 １ １ １ １
ナイフ １ ３ １ １ ４ ５ １ ２
掻削器 １ １ １
石 斧 １ １ １ ２ ４ １
琥珀玉 １ １ １
アヨロ２ｂ
石 鏃 １ ２ ９ ８ ９ ３ ４ ２ ５ １０ ２ １ １ ６
石 槍 １ １ １
石 錐 １ １
ナイフ ２ ３ １ １ １ １ ３ ３ １
掻削器 １ １ ２
石 斧 １ １ １ ２ ５ ２
アヨロ３ａ
石 鏃 ２ ５ ８ １１ ２ １ ３ １ １ １１ ２ １ ６ １
石 錐 １ １ １ １
ナイフ １ １
掻削器 ３ １ ２ ２ ３ １ １
石 斧 １
砥 石 １ １ １
アヨロ３ｂ
石 鏃 ２ １ １

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析
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後北Ｃ２・Ｄ期の玉類を除くと石器類・玉は組合せで副葬される。一般に土器は単一副葬の傾向が

顕著であるが、深鉢小・深鉢袖珍は組合わせで副葬され、鉢・浅鉢は単一副葬が顕著であり、特殊な

形態は器種を問わず組合わせが顕著である。

表１３ではどのような組み合わせがあるのか副葬の意図が確かな坑底資料に限ってみる。石鏃は石

斧・深鉢小・深鉢袖珍・壷と組合い、Ｈ３７栄町期以降顕著になる。

石斧は石鏃と強い相関が有り、石鏃と組合わない場合には深鉢小・深鉢袖珍と組合わさる。石斧の

傾向は石鏃と類似している。

玉類は、玉類・石鏃・深鉢小・鉢小・浅鉢小・深鉢袖珍・鉢袖珍と組合う。玉類は石鏃と強い相関

があるいっぽう、石鏃と組合わない場合には玉類・深鉢小・深鉢袖珍と組合わさる。このことから玉

類の傾向は石鏃と似ているが異なる反面がある。

深鉢大・深鉢中・鉢中は剥片石器とほとんど組合わない。各規格の鉢・浅鉢は、在地系はＨ３７丘珠

～Ｈ３７栄町期まで剥片石器と相関し、江別太１式期以降は単一副葬となる。恵山系は頭初（アヨロ１

式期）から単一副葬の傾向が強い。

以上のように、特定の遺物どうしが特定の関係にあることが読み取れる。例えば「石鏃は、石斧・

深鉢小・深鉢袖珍・壷と組合う」それとは相反して「深鉢大・深鉢中・鉢中は、剥片石器とほとんど

組合わない」である。

副葬品に特定組合わせが生じる原因として被葬者の性差が考えられる。当該期の道央において性差

が判別できた例が１例ある。男性が埋葬された大川遺跡ＧＰ－２１８（Ｈ３１７期）から深鉢袖珍・石鏃・

琥珀平玉が出土している。また地域は異なるが、幣舞遺跡ではＨ３７丘珠～Ｈ３７栄町併行期の土坑墓で

男性１０例女性３例が判別さている。幣舞遺跡例では、石鏃・石斧は男性墓、女性墓には副葬品が極め

て乏しく琥珀玉があった。加藤邦雄も噴火湾岸の事例を挙げて石鏃・石斧が男性墓に副葬されること

を明らかにしている（加藤１９８２）。

表Ⅶ－４－１４ 合葬・追葬例

遺跡名 遺構名

遺
構
の
時
期

主体部 外部施設 内部付属施設
副葬品の位置

備 考番

号

下
端
平
面
形

柱穴様土坑 袋状土坑

個

数

墓
坑
に
対
す

る
平
面
位
置

個

数

垂
直
位
置

墓
坑
・
柱
穴

に
対
す
る

平
面
位
置

遺
体
に
対
す

る
平
面
位
置

掘
削
方
向

内
容
物

坑 底 坑 中
埋土上面／
坑口脇

H３７栄町期
４１ 紅葉山３３ ＧＰ－６３ 古 円 深鉢小１、甕小１（アヨロ１？）、鉢小１→頭上、石斧２ ２体合葬（人骨位置より）
江別太２
５３ 大川 Ｐ－９５ 円 深鉢小２、石鏃６、石斧１ ２体合葬（人骨位置より）
後北Ａ
２８ 旧豊平河畔 墓１７８ 楕円 ４＋４ 四隅 深鉢１ 追葬？（柱穴様土坑８個より）
後北Ｂ

１１ 萩ヶ岡 墓１１２ 円 深鉢小１→頭右、壷小１・深鉢小１（後北
A）→頭上、石鏃５８、掻削器３ 深鉢小１ ２体合葬（人骨位置より）

５３ 大川 Ｐ－８８ 円 深鉢小１、甕小２（アヨロ３）、壷中１（アヨロ３b）
→頭左、石槍１、ナイフ１、石斧１、琥珀平玉９ ２体合葬（人骨位置より）

アヨロ２ｂ

４１ 紅葉山３３ ＧＰ－２２ 円 深鉢小１、深鉢２、壷１→頭右、石鏃６３、ナ
イフ１１、砥石４、石錐２、石斧５、環３、石核２、環１ ３体合葬（人骨位置より）

５１ 大川 ＧＰ－１３１ 円 甕小２ 追葬？（人骨が４６cm浮く）
５３ Ｐ－１０４ 円？ 甕１→頭右、石鏃１１、石槍２、ナイフ１、掻削器３、石斧５、砥石１ ２体合葬（人骨位置より）
アヨロ３ａ
４９ 大川 ＧＰ－２４３ 円 甕小１→両頭間、石鏃１９、石錐２、掻削器３、琥珀玉４ 石鏃１１、石錐２ ２体合葬（人骨位置より）

５０ 大川 ＧＰ－６２０ 円 ４ 四隅 並 列
２

壁面
坑底

短軸左側
長軸右側

横
斜

甕小１、耳付深鉢小１、壷小１、石鏃３００
＜、掻削器３、石斧１、管玉８

甕中２、鉢１、石錐３、
掻削器１、石斧１ ４体合葬（人骨位置より）

後北Ｃ２・Ｄ
２ タプコプ ＧＰ－８ 古 円 １ 坑底 短軸上 下 深鉢小１、石鏃８、掻削器２、ガラス玉１３ 追葬？（人骨が１５cm浮いている）
２ ＧＰ－３３ 古 隅丸方 ４ 四隅 深鉢中１、注口深鉢小１ 合葬（人骨位置より）

４３ ワッカオイ・Ｄ ２０号土坑墓 古 ・
中

長楕円
（舟形）

並 列
５

底と壁の
境 短軸片側 横 鉢小４、鉢１ 鉢小２、注口鉢１、皿小１→頭上、琥珀平玉３４

９体合葬（追葬も含まれている
可能性が高い）

４４ ３２号土坑墓 中 円 浅鉢小１→頭右 注口鉢小１ 追葬？（遺物の平面的位置が
下層の２７号と一致する）

４４ ２９号土坑墓 中 長楕円？ 注口鉢小１→頭右、掻削器１ ２体以上合葬（人骨位置より）
４３ １１号土坑墓 新 円 １ 底と壁の境 長軸右側 頭上 斜 深鉢１ ２体合葬（人骨位置より）、袋状土坑（１体の頭上）
４３ １７号土坑墓 新 円 １ 底と壁の境 長軸上 斜 深鉢小１ ２体合葬（人骨位置より）、袋状土坑（２体間の頭上）
９ 柏木Ｂ ３９号土坑墓 新 楕円 注口鉢小１ 合葬？（長軸長より）
４４ ワッカオイ・Ｄ ２６号土坑墓 新 楕円 深鉢小１、注口深鉢小１、深鉢１→頭上、方割礫８ ４体合葬（人骨位置より）
４４ ２４号土坑墓 新 楕円？ １ 底と壁の境 長軸左側 頭左 斜 深鉢１ 注口鉢小１→頭上 片口皿小１、把手付片口深鉢１ ２体以上合葬（人骨位置より）

４４ ２５号土坑墓 新 楕円
（舟形） 深鉢小１、注口浅鉢１→頭左、土玉４ 把手付注口皿小１、 追葬（遺物の平面的位置が下

層の２６号と一致する）

４４ ３３号土坑墓 新 楕円？ 注口鉢小１→頭右 追葬？（人骨位置は２体合葬であるが、遺物
の平面的位置が下層の２３号と一致する）

４９ 大川 ＧＰ－１１０ 新 楕円 深鉢小２→頭上 ２体合葬（人骨位置より）

４４ ワッカオイ・Ｄ ２８号土坑墓 新 長楕円
（舟形）

並 列
３ 坑底 短軸片側 下 片口鉢小２、

注口深鉢１ 土玉１、琥珀玉５、玉９８ ３体合葬（袋状土坑３個より）

４８ 餅屋沢 １０－４０Ａ ？ 円 ２ 不定 土器片、掻削器１ ３体合葬（人骨位置より）
４８ １１－４１Ｂ ？ 円 土製管玉１９、有孔石１ ３体追葬（人骨位置のずれより）
４９ 大川 ＧＰ－７ ？ 円 深鉢？１、石斧１ ４体合葬（人骨位置より）
４８ 餅屋沢 ９－３９Ｂ・Ｃ ？ 隅丸方？ 土製管玉５、管玉２、垂飾２（全て C土坑出土） 追葬（人骨位置のずれより）

４４ ワッカオイ・Ｄ ２２号土坑墓 ？ 長楕円
（舟形） １ 底と壁の境 短軸片側 斜 平玉７０、管玉２ 石鏃１ ６体合葬（人骨位置より）、袋状

土坑（１体の頭上）

＊置き礫の欄の「Ｍ」は南川葬法と似た配置、「Ｕ」はウサクマイ葬法と似た配置。土器の後の「→頭～」は頭蓋に対する土器の位置を表す。

Ⅶ 成果と問題点
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以上より、石鏃・石斧・深鉢小・深鉢袖珍・壷は男性墓に副葬され、深鉢大・深鉢中・鉢中は女性

墓に副葬された可能性があり、玉類は両性の墓に副葬されたと推定できる。なお、幣舞遺跡例から女

性墓には土器・石器類はないが、繊維製品など遺存しにくい有機質の副葬品があったと考えられる。

このことから、遺物が出土せず時期不明と判断された墓の多くは女性の墓ということになる。女性墓

の事例が不足しがちな理由はこれによると考えられる。

�７ 合葬・追葬について（表１４）

合葬墓の特徴は、平面形は単葬墓と同じだが、規模が大型である（後北Ｃ２・Ｄ式期では合葬・追

葬専用の平面形である舟形土坑が登場する）こと、複数遺体が坑底に整然と安置されること、付属施

設が遺体数に相応して設けられないことがあげられる。

追葬の特徴は、平面形は単葬墓と同じで、規模も単葬墓に等しいこと、人骨が坑底から浮いていた

り、ずれがあったりすること、柱穴様土坑が複数組設置されることがあげられる。人骨が原位置を保っ

ていないことに関しては墓坑を共有したことがうかがえ、柱穴様土坑に関しては墓坑を共有して外部

付属施設のみを変更する意図がうかがえる。

このようなことから、切り合いと報告されたワッカオイ遺跡Ｄ地点１０（１１に追葬、以下追葬を略す）・

２５（２６に）・３２（２７に）・３３（２３に）号土坑墓は、平面形や遺物平面位置が上下で重なることから追葬と考

えられ、８（９に）・１２（１３に）・１４（１に）・１６（２０に）・２４（２３に）・２９（２６に）号土坑墓はその可能性が高い。

２０号土坑墓は一見合葬墓に見えるが、歯から推定した遺体数９に対して土器は９個ある。そして、

舟形土坑墓は通常短軸に遺体体軸を向けて安置されるが、この墓のＰ．４２（土器）とＴ．１（歯）とが

示す遺体は、短軸上に安置されたとすると軸長が他に較べて短く不自然である。遺体を安置するには

遺体軸を墓坑長軸と斜交させなければならない。加えて、この遺体が安置されている北側端の平面形

態は反対側の形態と異なり、別な意図が加わったとみられる。以上より、２０号土坑墓では追葬が行わ

れたと考えられる。

副葬品の種類は単葬墓と同じである。組合わせにおいて被葬者の性差に偏りがみられる。偶数遺体

が埋葬されかつ性の選択が生じていない場合、男の組合わせ：女の組合わせ＝１：１で副葬されてい

るはずである。偶数遺体合葬例１３中、７例は全て男性の組み合わせで、２例は男性の組み合わせが殆

んどで両性に組合わさるものが混じる。また、追葬例６中においては男や女の組合わせに偏る例はな

いが、５例が両性に組合わさるもののみで副葬品が構成されていた。

くわえて、円形・刺突文土器群期の西島松５遺跡の追葬例１７例中、７例は男性の組合わせ（大刀・

横刀・鉄鏃に偏る）、４例は女性の組合わせ（副葬品なし）であった。なお、当該期と擦文文化期に

おける性ごとの副葬品組合わせに関しては鈴木（１９９９）が言及しており、アイヌ文化期のそれについ

ては鈴木（２０００）が言及しているが当該期と擦文文化期と共通する状況である。

副葬品の組合わせの偏りから性別の偏りがうかがえた。「同性を同じ墓坑に埋葬する」規則があっ

た可能性が高い。「同性を同じ墓坑に埋葬する」とはどのような関係に基づいていたのだろうか。具

体的には家族（核家族と拡大家族）であり、親族（血族・姻族）を含む関係である可能性がある。

合葬の場合は、少人数は家族埋葬、多人数は血族・姻族を含む広汎な被葬者が想定できる。ただし、

人数の多少を具体的な数字で表すことはこのデータからは困難である。

追葬の場合は、少人数（２名が多く３名は極少ない）で時間差があることから、少人数かつ系脈が

あると推測できる。このことから限られた被葬者が想定でき、２世代の家族（３世代は極少ないが、

その場合には核家族の血族、拡大家族の血族・姻族が想定される）埋葬と考えられる。さらに、男性

は男性へ、女性は女性へと系脈をつなげることから男系・女系の両系が想定される。

４ 道央部における続縄文初頭～後北式期の墓制－土坑墓の分析
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�８ 表出的属性と内在的属性から見た墓構造の系譜について（表１５）

道央の墓制は道南や道東からの影響を受け、さらに在地系と恵山系で属性交換を行っている。道南

からは下端平面形・南川葬法の置き礫があり、恵山系がアヨロ１式期に受け入れ、在地系が遅れて恵

山系から導入した。道東からは下端平面形・柱穴様土坑の配置である。舟形土坑は後北Ｃ２・Ｄ式期

に導入した。四隅４本はＨ３７丘珠期以前に在地系が受け入れ、遅れて恵山系が在地系から導入した。

道央自発の属性には柱穴様土坑の配置と袋状土坑がある。長軸２本はＨ３７丘珠期以前に在地系に自発

した。袋状土坑はアヨロ２ａ式期に恵山系で自発して在地系に受け入れられた。

内在的属性とは埋葬が終了した墓からは窺い知れない情報で、ヒトからヒトへの伝達は葬送の時

間・場面の共有が必要となる（家族・親族関係的）。いっぽう表出的属性とは埋葬が終了した墓から

でも理解できる情報で、ヒトからヒトへの伝達は葬送の時間・場面の共有は必要としないし、伝聞だ

けを介して伝達可能である（非家族・親族関係的）。そして、内在的属性は表出的属性に較べてより

深層的な属性であるといえる。下端平面形・主体部構造・内部施設・埋葬姿勢は内在的属性、外部施

設は表出的属性にあたる。中間的属性とは内在的属性と表出的属性の両方の性質が備わる。坑底副葬

品があたると思われる。個人の特殊な意図を含む場合は副葬品の組成内容の伝達に時間・場面の共有

を必要とし、大きい規模の集団を表す意図がある場合は時間・場面の共有を必要としないであろう。

内在的属性の交換方向は道南→恵山系→在地系・恵山系自発→在地系・道東→道央が認められる。

表出的属性の交換方向は道東→在地系→恵山系・道東→在地系が認められた。そして、属性交換の時

系的伝達は、追葬の状況から男・女系によってなされると想定された。両系によって統御された異な

るレベルの属性が異なる地域と交換された。内在的属性はおもに道南・恵山系から、表出的属性は道

東から波及する。在地系と道南・恵山系との関係は家族・親族関係的に偏るといえる。

なお、石鏃・石斧など性別・生業を反映する副葬品は、生業における性分業が反映されていると解

釈でき、生業も墓制と同様に両系によって統御されていることを示唆する。 （鈴木）

表Ⅶ―４―１５ 属性の変遷 未 然 期 進 行 期 完 了 期
Ｈ３７丘珠 Ｈ３１７ Ｈ３７栄町 江別太１ 江別太２ 後北Ａ 後北Ｂ 後北Ｃ１ 後北Ｃ２・Ｄアヨロ１ アヨロ２ａ アヨロ２ｂ アヨロ３ａ アヨロ３ｂ

表
出
的

属

性

外
部
施
設

柱穴様
土 坑

長軸２本 在地系 自発
恵山系

四隅４本 在地系 道東から
恵山系 在地から

内

在

的

属

性

下
端
平
面
形

円 形 在地系
恵山系

楕 円 形 在地系
恵山系

隅 丸 方 形 在地系 恵山系から
恵山系 道南から

小 判 形 在地系
恵山系

舟 形 在地系 道東から恵山系

隅 丸 長 方 形 在地系 自発恵山系

主
体
部
構 造

土 坑 在地系
恵山系

木 槨 在地系
恵山系 （出自不明）

内
部
施
設

袋 状 土 坑 在地系 恵山系から
恵山系 自発

置き礫
南 川 在地系 恵山系から

恵山系 道南から

ウサクマイ 在地系 自発恵山系
埋
葬
姿
勢

屈 葬 在地系
恵山系

側 臥 屈 葬 在地系
恵山系

中
間
的
属
性

坑
底
副
葬
品

琥 珀 玉 在地系
恵山系

管 玉 在地系
恵山系

環 在地系
恵山系

魚形石器 在地系
恵山系

特殊な器
形の土器

在地系
恵山系

＊帯の濃淡は類例の多寡を示す（濃：頻出、淡：寡出）。網かけは類例があることが予想される。
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